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会員の皆様には、ますますご清栄のこととお慶び申し
上げます。また、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し
上げます。
平成２２年度の事業概況につきましてご報告致します。
当年度の日本経済は、新興国をはじめとする外需要

因と経済対策による政策効果により、年度前半は緩やか
な改善を続けました。しかし夏以降、急速な円高の進行
や海外経済の減速懸念により先行きの不透明感が表面
化し、エコカー補助金等の政策効果の減衰などもあって
景気後退感が強まり、秋から２３年初頭にかけて景気は
足踏みし、踊り場状態が続きました。

全体を通してみると、景気は、持ち直しに向けた動きがみられましたが、平成２３年３
月１１日に起きた東日本大震災の影響と福島県の原発問題により、それ以降は経済
状況が激変し弱い動きとなっています。
先行きにつきましては、当面は東日本大震災の影響から弱い動きが続くと見込まれ

ます。その後、生産活動が回復していくのに伴い、海外経済の改善や各種の政策効
果などを背景に、景気が持ち直していくことが期待されますが、電力供給の制約やサ
プライチェーン立て直しの遅れ、原油価格上昇の影響等により、景気が下振れするリ
スクが存在します。また、デフレの影響や、雇用情勢の悪化懸念が依然残っているこ
とにも注意が必要です。
当年度は、当金庫の３ヵ年の長期経営計画「『絆力

き ず な

』発揮２００９」～新たな価値の創
造と地域の持続的発展を目指して～の２年度目にあたり、このなかで掲げた次の５つの
経営課題に取り組み、いかなる厳しい環境下においても確固たる経営基盤を築き、地
域のために必要不可欠な金融機関としての使命を果たすべく努力してまいりました。
①地域密着型金融の推進　②経営の健全性維持　③顧客満足度の向上
④ガバナンスの強化　⑤人材の育成
その結果預金は、法人が横ばい圏内の伸びであったものの、個人は流動性預金と

定期性預金が共に増加し、最終的な期末残高が１２，６９６百万円増加し、２６１，９０７百
万円、対前期末比５．０９％と大きな伸びを示しました。
貸出金は、当年度も事業性貸出と消費者ローンの推進に力を入れてきましたが、事

業所向け貸出が伸び悩み７０９百万円の減少となりました。また、個人向け貸出におい
ては、残高で大きなウェイトを占める住宅ローンが着工件数減少の影響とフラット３５Ｓの
金利優遇措置から、実行金額が前年を２０８百万円下回る等、個人向け貸出全体は１，
０４９百万円の減少と厳しい結果となりました。しかし、地方公共団体向け貸出が２，００
８百万円増加したこともあり期末残高は対前期末比２５０百万円、０．１８％増加しました。
収益面では、貸出金は増加しましたが、貸出金利息は減少し、一方で預金は増加

しましたが預金利息も減少し、その他業務収益は増加しました。その結果業務純益
が１，２３４百万円、前期比６５百万円、５．６４％の増益となりました。また経常利益は１，０
００百万円となり、前期比５６１百万円、１２８．０６％の増益となりました。最終的に繰延税
金資産取崩を３９４百万円実施し、税引後当期純利益は３３０百万円で前期比６４百
万円、１６．３２％の減少となりました。
また、今期の不良債権比率は４．４６％となり、前期に比べ０．０６ポイント改善いたしました。
自己資本比率も１６．１９％と前期比０．３８ポイント良化することができました。
迎えました平成２３年度は、新長期経営計画「『絆力

き ず な

』発揮２００９」の最終年度で
あり重要な一年となります。先行きが見通せないなかにあっても、経営態勢の強化によ
る信頼性の一層の向上を心掛け、役職員全員が一丸となって業務に邁進し、コンプ
ライアンスの推進とともに業容の拡大と適正収益の確保に努め、地域に貢献していく
責任を果たすのは当然のことであり、そのための努力を最大限行っていく所存です。
何卒、今後とも一層のご支援、ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

平成２３年６月 理事長 

ご あ い さ つ

理事長
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理 事 長　若　杉　　　武

専務理事　阿　部　　　隆
常務理事　竹　田　英　夫

常務理事　佐久間　俊　昭

理　　事　小　出　英　明

理　　事　小　松　茂　樹

名 称

本店所在地

創 立

会 員 数

出 資 金

店 舗 数

預 金 残 高

貸出金残高

常勤役職員数

新潟信用金庫

新潟市中央区西堀通五番町８５５番地１

TEL（０２５）２２２-３１１１（代表）

昭和３年３月３０日

１７,４４５人

７６１百万円

２３店舗

２,６１９億円

１,４１４億円

３０２人
（平成23年3月31日現在）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

理　　事　北　村　泰　作

理　　事　村　山　六　郎

理　　事　白　勢　仁　士

監事（常勤） 本　多　徳　雄

監事（員外） 池　　　淳　一
監　　事　笹　川　秀　夫

（平成23年3月31日現在）

概　要

新潟信用金庫は地域の中小企業者ならびに

住民の発展と生活向上に資するため、和と堅実

経営に徹し、会員、顧客、職員の繁栄に努力する。

基本方針

役　員
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●第８３期通常総代会
平成２２年６月１８日

報告事項

決議事項
第１号議案
第２号議案
第３号議案
第４号議案
第５号議案
第６号議案
第７号議案
第８号議案

●登記事項
平成２２年４月３０日

ホテルイタリア軒において第８３期通常総代会を開催
しました。

第８３期（平成２１年度）業務報告、貸借対照表および
損益計算書の内容報告の件

剰余金処分案承認の件
監事３名の任期満了に伴う選任の件
理事１名の退任の件
退任監事に対し退職慰労金贈呈の件
役員賞与支給の件
会計監査人任期満了に伴う選任の件
会員除名の件
特別積立金取崩しの件

以上いずれの議案も原案通り承認可決されました。

出資の総口数（１５,０３１,８２１口）及び出資の総額
（７５１,５９１,０５０円）の変更登記を行いました。

平成２２年６月２８日～９月３０日

アルビレックス新潟　応援定期預金「がんばれ！アルビ！！」を取扱いました。

地球温暖化防止運動の一環として、「COOL BIZ（クール ビ
ズ）」、「WARM BIZ（ウォーム ビズ）」を実施しました。

平成２２年６月１日～６月３０日

信用金庫の日（６月１５日）にちなんで、関東信用金庫協会の
共同事業「献血」に役職員が協力しました。

平成２２年８月１日～

個人事業主様向けに使いみち自由で手続き簡単な「スピード
ローン・B１Z」を発売しました。

平成２２年１１月１０日～１２月３０日

みみちゃんファミリー誕生２０周年記念定期預金「みみちゃん」
を取扱いました。

平成２２年１２月４日

アルビレックス新潟　応援定期預金「がんばれ！アルビ！！」のお取
扱い総額に基づき、アルビレックス新潟に支援金を贈呈しました。

庶務の概要

トピックス
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現金・通帳などのお預かり、ご返却について
１. 職員がお客さまから現金（小切手を含む）、通帳、証書、入出金伝票をお預か

りする場合、若しくは代金取立てのために有価証券をお預かりする場合等に

は、当金庫所定の「依頼票」にお客さまから依頼日付、口座番号、おなまえ、

金額、通帳等の冊数などを記入していただき、お客さまにその控えをお渡しし

ています。ご面倒とは思いますが、お客さま自身でご記入いただき、必ず控え

をお受取りくださいますようお願いいたします。

「名刺」や「メモ」等を「受取書や預り証」として使うことは職員に禁じておりま

す。

ただし、次の場合は「依頼票」の作成をお願いしておりません。

●普通預金入金帳を発行している場合

（「普通預金入金帳」の収納欄に領収印を押印します。）

●定期積金の集金

（職員がお客さまの「定期積金通帳」に領収印を押印します。）

●当座預金の入金

（「当座勘定入金帳」の「当座預金入金控」に領収印を押印します。）

●代金取立手形のお預かり

（「代金取立手形通帳」に領収印を押印します。）

２. その後、職員が現金をお届けした場合、「現金返還記録票」の金額を確認さ

れたうえ、日付・署名・捺印をお願いします。

また、通帳、証書などをお返しにお伺いした場合、お渡ししてあります「依頼控

票」を回収させていただきます。

３. 職員との現金、通帳、証書、入出金伝票等の授受に関して、ご不明な点、ま

たは職員に不行き届きな点などがありましたら、ご遠慮なく下記の相談窓口ま

でお問合わせ下さい。

【お問い合わせ先】

新潟信用金庫　お客様相談室

住　　所：〒９５１ー８６６６新潟市中央区西堀通五番町８５５番地１
電話番号：０２５ー２２２ー３１１１
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経常収益 

業務純益 

経常利益 

当期純利益 

預金残高 

貸出金残高 

有価証券残高 

総資産額 

５,３６５,６００ 

１,２３４,６８５ 

１,０００,７８４ 

３３０,８５８ 

２６１,９０７ 

１４１,４６７ 

６５,７４９ 

２８６,８７９ 

平成２３年３月期 

５,６３１,８４１ 

８９０,８０５ 

７４,５５７ 

３８６,４９３ 

２４７,１１５ 

１４２,５４８ 

６３,５７２ 

２７０,６６７ 

平成２１年３月期 

５,３８７,３１６ 

１,１６８,７８１ 

４３８,８１５ 

３９５,４００ 

２４９,２１１ 

１４１,２１７ 

６９,１９９ 

２７３,６２３ 

平成２２年３月期 

利
　
益
 

残
　
高
 

0

５０,０００ 

１００,０００ 

１５０,０００ 

２００,０００ 

２５０,０００ 

平成２３年３月末 

２６１,９０７ 

１４１,４６７ 

平成２２年３月末 

２４９,２１１ 

１４１,２１７ 

２４７,１１５ 

１４２,５４８ 

平成２１年３月末 

（単位 ： 百万円） 預金残高 貸出金残高 

◆主な経営指標の推移 （単位：利益・千円、残高・百万円）

◆預金残高および貸出金残高の推移
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１２.３６％ 
業界平均 

4.00％ 

平成２３年 
３月末 

平成２２年 
３月末 

１６.１９％ 

平成２２年 
３月末 

１５.８１％ 

平成２１年 
３月末 

平成２０年 
３月末 

１４.９８％ 
１５.７７％ 

国内基準 

16.00％ 

１４.００％ 

１２.００％ 

１０.００％ 

８.００％ 

６.００％ 

２.００％ 

０.００％ 

◆自己資本比率の推移

◆不良債権（金融再生法による開示債権額とその比率）

この表の比率は、金融再生法に基づき計算された債権額合計１４２,５９４百万円を分母としています。
今期の不良債権比率は、前期の4.52％から0.06ポイント改善し4.46％となりました。

自己資本の額は前期比278百万円増加し、計算の分母となるリスクアセット等の合計は1,007
百万円減少したため、自己資本比率が0.38ポイント上昇し、業界平均をはるかに上回っています。
（自己資本額18,554百万円÷リスクアセット等計114,584百万円）

（平成２３年３月末） 

正常債権　１３６,２２９百万円 
　　　　　（９５.５４％） 

危険債権 
３,４８４百万円 
（２.４４％） 

破産更生債権等 
２,７５４百万円 
（１.９３％） 

要管理債権等 
１２７百万円 
（０.０９％） 



（資産の部）
現 金
預 け 金
買 入 金 銭 債 権
金 銭 の 信 託
有 価 証 券

国 債
地 方 債
社 債
株 式
そ の 他 の 証 券

貸 出 金
割 引 手 形
手 形 貸 付
証 書 貸 付
当 座 貸 越

そ の 他 資 産
未 決 済 為 替 貸
信 金 中 金 出 資 金
前 払 費 用
未 収 収 益
そ の 他 の 資 産

有 形 固 定 資 産
建 物
土 地
リ ー ス 資 産
そ の 他 の 有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア
そ の 他 の 無 形 固 定 資 産

繰 延 税 金 資 産
債 務 保 証 見 返
貸 倒 引 当 金

（ う ち 個 別 貸 倒 引 当 金 ）

１,３４４
７０,４００

１３
２,４９９
６５,７４９
１４,３４４
６,４９９
４２,３９２
６１７
１,８９５

１４１,４６７
３,２３７
１０,５３１
１１４,８６１
１２,８３７
１,７４２
１６
８５６
２

５９９
２６６
２,６８９
６８１
１,８４９
９５
６３
２９
２０
９

１,２１９
８６９

△１,１４４
（△９１８）
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科　　　　　　　目 金　　　額

（単位：百万円）

資産の部合計 ２８６,８７９

第８４期 貸借対照表
（平成２３年３月３１日現在）



（負債の部）
預 金 積 金

当 座 預 金
普 通 預 金
貯 蓄 預 金
通 知 預 金
定 期 預 金
定 期 積 金
そ の 他 の 預 金

借 用 金
借 入 金

そ の 他 負 債
未 決 済 為 替 借
未 払 費 用
給 付 補 て ん 備 金
未 払 法 人 税 等
前 受 収 益
払 戻 未 済 金
職 員 預 り 金
リ ー ス 債 務
資 産 除 去 債 務
そ の 他 の 負 債

賞 与 引 当 金
役 員 賞 与 引 当 金
退 職 給 付 引 当 金
役 員 退 職 慰 労 引 当 金
睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金
偶 発 損 失 引 当 金
再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債
債 務 保 証
負 債 の 部 合 計

（純資産の部）
出 資 金

普 通 出 資 金
利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金
そ の 他 利 益 剰 余 金

特 別 積 立 金
（ 本 店 改 修 積 立 金 ）
当 期 未 処 分 剰 余 金

処 分 未 済 持 分
会 員 勘 定 合 計
そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金
土 地 再 評 価 差 額 金
評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計
純 資 産 の 部 合 計

２６１,９０７
４,３１９
６２,５８６
７５８
１,１１９

１６７,７５６
２４,１４０
１,２２５
１,９９４
１,９９４
１,４４３
３５
４１７
２３３
３３５
８９
２

１１１
９５
６５
５６
９６
９

１,３９０
１３７
９
２０
２８０
８６９

２６８,１５８

７６１
７６１

１７,２６９
７５１

１６,５１７
１６,１０２
（６００）
４１５
△０

１８,０３０
２３８
４５２
６９０

１８,７２１

8

（単位：百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

科 目 金　　　額

負債及び純資産の部合計 ２８６,８７９
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科　　　目 金　　　額
経 常 収 益
資 金 運 用 収 益
貸 出 金 利 息
預 け 金 利 息
有 価 証 券 利 息 配 当 金
そ の 他 の 受 入 利 息

役 務 取 引 等 収 益
受 入 為 替 手 数 料
そ の 他 の 役 務 収 益

そ の 他 業 務 収 益
国 債 等 債 券 売 却 益
国 債 等 債 券 償 還 益
そ の 他 の 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益
株 式 等 売 却 益
金 銭 の 信 託 運 用 益
そ の 他 の 経 常 収 益

経 常 費 用
資 金 調 達 費 用
預 金 利 息
給 付 補 て ん 備 金 繰 入 額
借 用 金 利 息
そ の 他 の 支 払 利 息

役 務 取 引 等 費 用
支 払 為 替 手 数 料
そ の 他 の 役 務 費 用

そ の 他 業 務 費 用
外 国 為 替 売 買 損
国 債 等 債 券 売 却 損
国 債 等 債 券 償 還 損
国 債 等 債 券 償 却
そ の 他 の 業 務 費 用

経 費
人 件 費
物 件 費
税 金

そ の 他 経 常 費 用
貸 出 金 償 却
株 式 等 売 却 損
株 式 等 償 却
そ の 他 の 経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 利 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 益
償 却 債 権 取 立 益
そ の 他 の 特 別 利 益

特 別 損 失
固 定 資 産 処 分 損
減 損 損 失
資産除去債務会計基準適用に伴う影響額
そ の 他 の 特 別 損 失

税 引 前 当 期 純 利 益
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 純 利 益
前 期 繰 越 金
当 期 未 処 分 剰 余 金

４,６１８,４８８
３,２６９,６８０
４３２,０９９
８９７,０４９
１９,６５９
２８０,６７２
１６１,２５２
１１９,４２０
３７１,７５９
３５５,９９３
９０８

１４,８５６
９４,６７９
２５,１２９
５１,７７６
１７,７７３

５２１,９３９
３９９,０７３
９３,４０５
２８,９０３
５５６

２４７,５３３
３９,７５２
２０７,７８１
６８,７３３
１,１６１
３５,１４７
５,０２６
２６,８９４
５０３

３,２４５,７８７
２,００７,１９９
１,１９４,５６１
４４,０２６
２８０,８２１
１８０,５６７
１２,８８４
３９,４０１
４７,９６８

１３,３２５
１１２,５５１
２,９９２

３,１８５
３,０００
４０,１０５
５,７９８

３４５,２４９
４０１,４５５

（単位：千円）

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

第８４期 損益計算書
（平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで）

５,３６５,６００

４,３６４,８１５

１,０００,７８４
１２８,８６９

５２,０８９

１,０７７,５６４

７４６,７０５
３３０,８５８
８４,６０８
４１５,４６７



当 期 未 処 分 剰 余 金

剰 余 金 処 分 額

利 益 準 備 金

普 通 出 資 に 対 す る 配 当 金

特 別 積 立 金

（ 本 店 改 修 積 立 金 ）

次 期 繰 越 金

４１５,４６７,０３０

３８２,０２４,６５８

９,５２０,０００

（年３％） ２２,５０４,６５８

３５０,０００,０００

（５０,０００,０００）

３３,４４２,３７２
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独立監査人の監査報告書 

平成２３年５月１８日 

新潟信用金庫 
理事会　御中 

鷲尾博公認会計士事務所 

公認会計士　鷲 尾 　 博 ◯ 

富岡公認会計士事務所 

公認会計士　富 岡 裕 嗣 ◯ 
 

　私たちは、信用金庫法第３８条の２第３項の規定に基づき、新潟信用金庫の平成２２年４月

１日から平成２３年３月３１日までの第８４期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損

益計算書及び剰余金処分案並びにその附属明細書について監査を行った。この計算書

類及びその附属明細書の作成責任は経営者にあり、私たちの責任は独立の立場から計算

書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。 

　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行

った。監査の基準は、私たちに計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽の表示がない

かどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎として行われ、経営

者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も

含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することを含んでいる。私た

ちは、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

　私たちは、上記の計算書類及びその附属明細書が、信用金庫法及び同施行規則並び

に我が国において一般に公正妥当と認められる会計の慣行に準拠して、当該計算書類及

びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正

に表示しているものと認める。 

　金庫と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以　上 

印 

印 

科　　　目 金　　　額

（単位：円）

第８４期 剰余金処分
（平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで）

会計監査人の監査報告書謄本



〒９５１-８６６６ 新潟市中央区西堀通五番町８５５番地１
TEL.025（222）3111
FAX.025（228）6310
http：//www.niigata-shinkin.co.jp

会員の皆様のご意見は各店にて承っております。
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新潟市内に広がる23店舗

本 店

山ノ下支店

沼 垂 支 店

横門前支店

関 屋 支 店

大 形 支 店

白 根 支 店

大 野 支 店

米 山 支 店

中 山 支 店

青 山 支 店

鳥屋野支店

松 浜 支 店

真 砂 支 店

出来島支店

姥ケ山支店

石 山 支 店

亀 田 支 店

春日町支店

坂 井 支 店

物見山支店

寺 地 支 店

ながた支店

新潟市中央区西堀通五番町８５５番地１

新潟市東区北葉町２番１３号

新潟市中央区東万代町４番１２号

新潟市中央区元祝町４９０８番地

新潟市中央区信濃町１番４号

新潟市東区大形本町４丁目３番２４号

新潟市南区能登２丁目１番２７号

新潟市西区大野町３３６４番地１

新潟市中央区米山５丁目１番２５号

新潟市東区中山６丁目２０番１７号

新潟市西区東青山１丁目７番地１

新潟市中央区鳥屋野１丁目９番３０号

新潟市北区三軒屋町１５番３号

新潟市西区真砂４丁目７番３号

新潟市中央区東出来島１０番１０号

新潟市中央区京王２丁目１３番１４号

新潟市東区新石山１丁目１０番１１号

新潟市江南区亀田本町２丁目１番２３号

新潟市中央区春日町５番１号

新潟市西区寺尾東３丁目１７番１１号

新潟市東区物見山２丁目３５番２５号

新 潟 市 西 区 寺 地５０５番 地１

新潟市中央区長潟８５１番地

（０２５）２２２-３１１１

（０２５）２７３-６３５１

（０２５）２４５-３３０７

（０２５）２２２-７１２１

（０２５）２６６-７１５６

（０２５）２７３-８８１１

（０２５）３７２-２１７４

（０２５）３７７-２８２１

（０２５）２４１-５１００

（０２５）２７５-１１５１

（０２５）２３１-６６１１

（０２５）２８３-４１１１

（０２５）２５９-７１１１

（０２５）２３３-１７７７

（０２５）２８５-６６６６

（０２５）２８６-３６００

（０２５）２７６-１１０１

（０２５）３８２-３４１１

（０２５）２４３-０７７７

（０２５）２６８-１８１１

（０２５）２７４-９６１１

（０２５）２６５-５４００

（０２５）２８７-３７１１


